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  令和 4年 産業建設委員会 視察候補地 

 

日程：令和 4年 5月 17日（火）～19 日（木） 

調査項目 視察候補地の概要 備 考 

１河川・下水・ため池

等による総合治水の

推進について 

 

兵庫県 高砂市  （人口 88,783人） 

平成 23年台風 12号によって全世帯約 38,000世帯のうち浸

水被害（床上 625 件・床下 2,902 件）を受け、浸水被害解消

に向けた施設整備を行う。  

 

◇ 河川、下水道（雨水）及びため池等による総合治水を推

進 

① 浸水シミュレーション（流出解析）による市内全域の

治水対策を決定。 

② 県管理の二級河川と市管理の支川の浸水対策は、県と

市等による治水対策技術検討会を設置し、計画を策定。 

③ 市管理の準用河川の洪水対策事業（約 26億円）と高潮

対策事業（約 60億円：排水機場・防潮水門）の推進。 

④ 下水道雨水事業（ポンプ場・雨水管渠）の推進。 

⑤ ため池等の貯水機能を有効活用。  

 

２ 農業経営基盤の強

化の促進に関する基

本的な構想について 

  

岡山県 新見市 （人口 27,698人） 

農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想では、そ

の地域において育成すべき効率的で安定的な農業経営の指標

や、農業経営者に対する農用地の利用目標、または経営改善

を図ろうとする農業経営者への支援について総合的に定めて

おり、将来の農業の展開方向、特にその中で育成していく経

営体制の展望を明らかにしている。 

 

《地域の特色を活かした農業経営の育成・支援》 

◇ 新見市は、将来の農業を担う若い農業経営者の意向その

他の農業経営に関する基本的条件を考慮して、農業者又

は農業に関係する団体が地域の農業の振興を図るために

する自主的な努力を助長することを旨として、意欲と能

力のある者が農業経営の発展を目指すに当たってこれを

支援する農業経営基盤強化促進事業その他の措置を総合

的に実施する。 

 

３ 二級水系における

「流域治水プロジェ

クト」の策定につい

て 

  

山口県 下関市 （人口 253,346人） 

下関市及び山口県等で構成する「下関地域の県管理河川に

おける大規模氾濫に関する減災対策協議会 流域治水部会」

において、木屋川水系、神田川水系及び友田川水系に係る流

域治水プロジェクトが策定された。 

 

《流域治水プロジェクトの概要》 

◇ 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 

◇ 被害対象を減少させるための対策 

◇ 被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 

《目標》 

◇ 令和元年東日本台風や令和 2 年 7 月豪雨等、近年、全国

各地で水災害が激甚化・頻発化する中、流域全体のあら

ゆる関係者の協働により、ハード・ソフト一体となった

事前防災対策を計画的に推進し、流域における浸水被害

の軽減を図る。 

 

 


